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初
任
科
生
の
皆
様
卒
業
誠
に
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後

は
消
防
学
校
で
習
っ
た
教
育
内
容

を
、
更
に
先
輩
の
現
場
で
の
生
き

た
指
導
を
加
え
て
、
自
分
の
安
全

を
確
保
し
つ
つ
、
地
域
住
民
の
安

全
・
安
心
の
た
め
に
活
躍
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
卒
業
式
に
お
け
る
表
彰

者
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

一
　
優
秀
賞
（
二
名
）

　

・
茨
城
西
南
消
防
本
部

　
　
　
　
　
　
　

本
間　

裕
也

　

・
筑
西
広
域
消
防
本
部

　
　
　
　
　
　
　

成
田　
　

聖

二
　
学
力
賞
（
八
名
）

　

・
土
浦
市
消
防
本
部

　
　
　
　
　
　
　

野
口　

絢
大

　

・
土
浦
市
消
防
本
部

　
　
　
　
　
　
　

福
田　

壮
吾

　

・
水
戸
市
消
防
本
部

　

・
常
陸
大
宮
市
消
防
本
部

　
　
　
　
　
　
　

小
関　

健
幸

　

・
那
珂
市
消
防
本
部

　
　
　
　
　
　
　

石
井　

湧
真

　

・
稲
敷
広
域
消
防
本
部

　
　
　
　
　
　
　

市
村　

友
章

　

・
稲
敷
広
域
消
防
本
部

　
　
　
　
　
　
　

安
藤　
　

陸

　

・
北
茨
城
市
消
防
本
部

　
　
　
　
　
　
　

小
柳　

秀
人

　

・
筑
西
広
域
消
防
本
部

　
　
　
　
　
　
　

來
栖　

竜
也

　
（
広
域
消
防
本
部
の
名
称
は
簡
略
し
、
消
防

職
員
の
敬
称
は
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の

で
ご
了
承
下
さ
い
。）

　
　
　
　
　
　
　

宮
㟢　

真
一

　

・
つ
く
ば
市
消
防
本
部

　
　
　
　
　
　
　

小
林　

悠
椰

　

・
水
戸
市
消
防
本
部

　
　
　
　
　
　
　

宇
野　

和
人

　

・
常
陸
大
宮
市
消
防
本
部

　
　
　
　
　
　
　

横
山　

雄
一

　

・
土
浦
市
消
防
本
部

　
　
　
　
　
　
　

磯
山　

裕
貴

　

・
稲
敷
広
域
消
防
本
部

　
　
　
　
　
　
　

粟
飯
原
勝
成

三
　
体
力
賞
（
七
名
）

　

・
那
珂
市
消
防
本
部

　
　
　
　
　
　
　

美
山　

力
哉

葉梨消防協会長の祝辞

齋藤校長から卒業証書授与

発　行　所
水戸市千波町1918番地
茨城県総合福祉会館内
公益財団法人茨城県消防協会

編集発行人
消防協会長 葉 梨 　 衛

印刷所
冨士オフセット印刷㈱

１部　15円
購読料は年会費に含まれています

８・９月号
　

本
年
四
月
九
日
に
県
立

消
防
学
校
に
入
校
し
た
新

任
の
消
防
職
員
が
、
約
五

ヶ
月
の
厳
し
い
訓
練
を
終

了
し
て
九
月
五
日
に
無
事

卒
業
し
、
現
場
活
動
に
従

事
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

卒
業
式
で
は
、
所
属
消

防
本
部
の
消
防
長
等
の
消

防
職
員
が
見
守
る
な
か
、

齋
藤
校
長
よ
り
全
員
に
卒

業
証
書
と
在
学
中
に
取
得

し
た
各
種
資
格
・
免
許
が

授
与
さ
れ
、
さ
ら
に
各
種

表
彰
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
齋
藤
校
長
の

式
辞
、
知
事
告
辞
（
関
消

防
安
全
課
長
）、
葉
梨
消

防
協
会
長
等
の
来
賓
祝
辞

に
引
き
続
き
、
総
代
を
務

め
ら
れ
た
土
浦
市
消
防
本

部
の
大
塚
孝
浩
消
防
士
の

学
生
謝
辞
が
あ
り
、
無
事

式
典
は
終
了
し
ま
し
た
。

第
九
十
七
期
初
任
科
卒
業
式

新
戦
力
の
消
防
職
員
　
百
二
十
四
名
が
現
場
へ
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茨
城
県
と
茨
城
県
消
防
協
会
の
共
催
に
よ
る

平
成
二
十
六
年
度
茨
城
県
消
防
大
会
が
、
消
防

殉
職
者
慰
霊
祭
に
引
き
続
き
、
午
前
十
時
五
十

分
か
ら
多
数
の
ご
来
賓
並
び
に
消
防
関
係
者
の

出
席
の
も
と
、
県
立
消
防
学
校
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

大
会
は
次
の
式
次
第
の
と
お
り
滞
り
な
く
進

め
ら
れ
、
盛
会
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
受
章
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一　

開
会
の
こ
と
ば
（
藤
井
副
会
長
︹
か
す
み

が
う
ら
市
団
長
︺）

二　

国
歌
斉
唱

三　

式
辞
（
橋
本
知
事
）

四　

表
彰

　

・
知
事
表
彰
（
橋
本
知
事
）

　

・
消
防
協
会
長
表
彰
（
葉
梨
会
長
）

五　

祝
辞

　

・
菊
池
敏
行
茨
城
県
議
会
副
議
長

六　

謝
辞

　

・
岡
山
団
長
（
常
陸
大
宮
市
）

七　

決
議
（
金
久
保
副
会
長
︹
境
町
団
長
︺）

八　

万
歳
三
唱（
平
川
副
会
長︹
河
内
町
団
長
︺）

九　

閉
会
の
こ
と
ば
（
澤
畑
副
会
長
︹
ひ
た
ち

な
か
市
団
長
︺）

　

前
期
（
九
十
七
期
）
初
任
科
が
巣
立
っ
た
後

を
受
け
、
後
期
（
九
十
八
期
）
の
入
校
式
が
、

十
月
八
日
（
水
）
午
前
十
時
か
ら
県
立
消
防
学

校
に
お
い
て
、
県
内
十
三
消
防
本
部
か
ら
総
勢

六
十
六
名
の
学
生
を
迎
え
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
は
、
入
校
生
紹
介
、
学
生
宣
誓
に
続
き
、

式
辞
（
齋
藤
校
長
）、
知
事
告
示
（
関
消
防
安

全
課
長
）、
続
い
て
消
防
協
会
長
祝
辞
（
遠
藤

専
務
理
事
）
が
あ
り
ま
し
た
。

　

既
に
半
年
間
、
各
消
防
本
部
に
お
い
て
先
輩

方
か
ら
指
導
を
受
け
て
こ
ら
れ
た
学
生
諸
君
で

す
が
、
初
心
に
戻
り
、
こ
れ
か
ら
の
半
年
間
、

消
防
学
校
で
心
身
の
鍛
練
と
消
防
職
員
と
し
て

必
要
な
知
識
・
技
能
を
習
得
し
、
複
雑
多
様
化

す
る
各
種
災
害
に
即
戦
力
と
し
て
柔
軟
に
対
応

で
き
る
職
員
に
巣
立
っ
て
い
け
る
こ
と
を
期
待

い
た
し
ま
す
。

入校式記念撮影

　

毎
年
恒
例
の
消
防

ポ
ン
プ
操
法
競
技
大

会
が
、
九
月
二
十
八

日
（
日
）
の
県
北
地

区
大
会
を
皮
切
り
に

県
内
六
地
区
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
昨
年
に
引

き
続
く
猛
暑
の
中
で

訓
練
に
励
ん
で
こ
ら

れ
た
各
チ
ー
ム
の
選

手
の
皆
さ
ん
、
大
変

お
疲
れ
様
で
し
た
。

ま
た
、
各
地
区
大
会

の
運
営
に
あ
た
ら
れ

た
当
番
市
町
村
関
係

者
の
皆
様
に
、
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

各
地
区
大
会
の
成

績
に
つ
い
て
は
、
別

表
の
と
お
り
で
す
。鹿行地区大会の様子

平
成
二
十
六
年
度

茨
城
県
消
防
大
会
開
催

第65回茨城県消防ポンプ操法競技大会地区大会結果
平成26年10月19日

地区名 日　時 開　催　場　所 出　　場
チーム数

出　場
選手数 優勝チーム 総得点

所要時間 構成市町村数
１線 ２線 当番市町村

県　　北  9/28（日）
8：30

常陸大宮市辰ノ口
おおみや消防広場

8 48 常陸大宮市 156.0 57.85 64.52 ７市１町１村
那珂市8 40 那珂市 68.5 50.76 ＊＊

県　　央  10/5（日）
9：00

茨城町長岡4068
茨城県立消防学校

10 60 小美玉市第４分団 165.0 57.27 70.13 ３市３町
笠間市3 15 小美玉市 75.5 46.56 ＊＊

鹿　　行 10/12（日）
9：00

神栖市木崎
神栖中央公園

5 30 潮来市 119.5 55.34 66.57 ５市
潮来市5 25 鹿嶋市 59.5 49.55 ＊＊

県南南部 10/19（日）
9：00

阿見町香澄の里
富士電機（株）駐車場

6 36 取手市 156.0 57.91 70.57 ５市３町１村
阿見町7 35 阿見町 69.0 48.21 ＊＊

県南北部 10/19（日）
8：30

つくば市和台
筑波北部工業団地内筑波北部緑地

11 66 つくば市筑波支団 173.0 50.64 63.78 ５市
つくば市3 15 かすみがうら市 67.5 47.75 ＊＊

県　　西 10/19（日）
9：00

古河市下大野2528
古河市中央運動公園イベント広場

10 60 筑西市 153.0 57.12 72.81 ７市３町
境町＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊

計
50 300 注１：日時は、開会式の開始時刻を示す

注２：上段：ポンプ車　　下段：小型ポンプ26 130

県
立
消
防
学
校

初
任
科
（
後
期
）
入
校
式

第65回茨城県消防ポンプ操法
競技大会地区大会開催
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︻
功
労
章
︼

　

常
陸
大
宮
市
消
防
団　

　
　
　

副
団
長　

篠
根　
　

勝

　
　
　
　
　
　

他
二
百
六
十
名

︻
優
良
消
防
職
員
︼

　

筑
西
広
域
消
防
本
部

　

消
防
司
令
長　

横
田　
　

豊

　
　
　
　
　
　
　

他
五
十
一
名

︻
永
年
勤
続
消
防
職
団
員
妻
女
︼

　

鉾
田
市
消
防
団

　
　
　

副
団
長　

井
川　
　

栄

　
　
　

夫　

人　

井
川　

光
子

他
百
三
十
九
名

︻
親
子
消
防
団
員
︼

　

結
城
市
消
防
団

　
　
　

副
団
長　

廣
江　

一
夫

　
　
　

班　

長　

廣
江　

一
利

　
　
　
　
　
　
　
　
　

他
十
五
組

︻
消
防
団
分
団
後
援
会
︼

　

高
萩
市
消
防
団
第
四
分
団
後
援
会

　
　
　
　
　
　

他
六
後
援
会

︻
表
彰
像
を
授
与
す
る
表
彰（
優
良
消
防
機
関
）︼

　

東
海
村
消
防
団　

他
三
消
防
団
二
消
防
本
部

︻
永
年
勤
続
功
労
章
︼

◎
勤
続
五
十
年
以
上

　

日
立
市
消
防
団

　
　

副
分
団
長　

弓
野　

忠
男

◎
勤
続
四
十
年
以
上

　

鹿
島
地
方
消
防
本
部

　
　

消
防
正
監　

萱
沼　

康
志

　
　
　
　
　
　
　

他
百
三
十
二
名

◎
勤
続
三
十
年
以
上

　

坂
東
市
消
防
団　

　
　
　

副
団
長　

飯
田　

一
男　

他
百
六
十
八
名

　

茨
城
県
消
防
協
会
主
催
に
よ
る
消
防
殉
職
者

の
慰
霊
祭
が
、
平
成
二
十
六
年
十
月
十
六
日

（
木
）
十
時
か
ら
、
県
立
消
防
学
校
に
建
立
さ

れ
て
い
る
﹁
殉
職
消
防
団
員
職
員
之
碑
﹂
の
前

に
お
い
て
、
遺
族
を
は
じ
め
茨
城
県
の
橋
本
知

事
な
ど
多
数
の
来
賓
及
び
県
内
の
消
防
職
団
員

六　

献
花

七　

遺
族
代
表
謝
辞

　

・
塚
田
祐
子
様
（
元
茨
城
西
南
広
域
消
防
本

部
）

八　

閉
式
の
こ
と
ば
（
野
口
副
会
長
︹
神
栖
市

団
長
︺）

表彰像を授与する表彰

遺族による献花

◎
勤
続
二
十
年
以
上

　

阿
見
町
消
防
団　

　
　
　

副
団
長　

遠
藤　

貴
央

　
　
　
　
　

他
五
百
七
十
六
名

︻
表
彰
状
を
授
与
す
る
表
彰
（
民
間
優
良
消
防

機
関
等
）︼

　

常
総
地
方
防
火
協
会

　
　
　

会　

長　

長
塚　
　

曉
（
常
総
市
）

︻
優
良
分
団
︼

　

神
栖
市
消
防
団
第
九
分
団

　
　
　
　
　
　

他
三
十
八
分
団

︻
永
年
勤
続
功
労
章
︼

　

つ
く
ば
み
ら
い
市
消
防
団　

　
　
　

副
団
長　

酒
井　

一
男

　
　
　
　
　
　
　

他
七
十
四
名

茨
城
県
知
事
表
彰

茨
城
県
消
防
協
会
長
表
彰

等
が
参
列
し
、
こ
れ
ま
で
の

殉
職
者
七
十
九
柱
の
功
績
を

偲
び
、
次
の
式
次
第
の
と
お

り
厳
粛
に
執
り
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
﹁
殉
職
消
防
団
員
職
員
之

碑
﹂
は
、
昭
和
五
十
七
年
に

現
在
地
に
建
立
さ
れ
、
毎
年

秋
に
一
回
、
消
防
協
会
主
催

で
慰
霊
祭
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。

一　

開
式
の
こ
と
ば
（
澤
畑

副
会
長
︹
ひ
た
ち
な
か

市
団
長
︺）

二　

黙
と
う

三　

祭
主
あ
い
さ
つ
（
葉
梨

会
長
）

四　

追
悼
の
こ
と
ば

　

・
橋
本
昌
知
事

　

・
菊
池
敏
行
茨
城
県
議
会

副
議
長

　

・
鬼
沢
保
平
鉾
田
市
長

　

・
冨
岡
隆
日
本
消
防
協
会

福
祉
部
長

五　

花
輪
献
上（
葉
梨
会
長
・

大
槻
久
美
子
様
︹
遺
族

代
表
︺） 平

成
二
十
六
年
度

茨
城
県
消
防
殉
職
者
慰
霊
祭
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全国シェアNo.１の消防車メーカー
㈱モリタの各種消防自動車
常に最新技術を反映して様々な災害
現場で活躍する消防車を制作します。

その他の取扱品目

茨城県代理店
有限会社　鈴　機

小型動力消防ポンプ・消防用ホース
救助資機材・潜水機材・消防用被服
防災用品・消防用品・消防資機材

〒315-0014　石岡市国府5-2-25
TEL：0299-22-3010　FAX：0299-22-5846

パナソニック

茨城県代理店

消防ポンプ自動車　消防用ホース
消火器　消防服装
消防資機材用品一式

V75ESからV10Fまで
　豊富な機種でお客さまのご要望に
　お応えいたします。

編
　
集
　
後
　
記

　

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
約
二
ヶ
月
と
な
り
ま
し

た
が
、
理
事
研
修
会
や
茨
城
県
女
性
消
防
団
活

性
化
大
会
な
ど
の
行
事
が
あ
り
ま
す
の
で
、
皆

様
に
は
引
き
続
き
ご
協
力
い
た
だ
き
な
が
ら
事

業
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

な
お
、
皆
様
か
ら
の
寄
稿
文
や
様
々
な
情
報

を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
広
告
掲
載
を
募
集
し
て
お
り
ま
す

（
掲
載
料
：
掲
載
一
回
税
込
み
五
千
四
百
円
、

掲
載
サ
イ
ズ
に
つ
い
て
は
誌
面
四
頁
の
掲
載
広

告
を
参
照
し
て
下
さ
い
。）。
是
非
、
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
き
）

小
貝
川
の
水
害
を
教
訓
に
、
消
防
団
主
催
に
よ

り
基
本
的
な
水
防
工
法
の
習
得
を
目
指
し
た
水

防
訓
練
を
実
施
し
、
局
地
的
な
集
中
豪
雨
な
ど

で
発
生
す
る
水
害
に
備
え
る
た
め
水
防
体
制
づ

く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

り
、
多
く
の
関
係
機
関
（
消
防
本
部
・
消
防
団
・

医
師
会
・
薬
剤
師
会
・
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
チ
ー
ム
・
保

健
所
・
警
察
・
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
・
自
主
防
災

組
織
・
等
）
に
参
加
い
た
だ
き
、
大
規
模
災
害

時
の
救
出
・
救
護
・
ト
リ
ア
ー
ジ
等
の
訓
練
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

︻
消
防
団
な
ど
地
域
が
協
力
す
る
水
防
活
動

（
龍
ケ
崎
市
）︼

　

龍
ケ
崎
市
は
、
昭
和
五
十
六
年
に
発
生
し
た

　

日
本
消
防
協
会
主
催
に
よ
る
﹁
消
防
団
を
中

核
と
し
た
地
域
防
災
力
充
実
強
化
大
会
﹂
が
平

成
二
十
六
年
八
月
二
十
九
日
（
金
）
に
東
京
国

際
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
成
立
し
た
﹁
消
防
団
を
中
核
と
し
た
地

域
防
災
力
の
充
実
強
化
に
関
す
る
法
律
﹂
の
趣

旨
を
実
現
す
る
に
は
、
地
域
の
総
力
結
集
が
大

事
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
国
民
運
動
的
な
動
き

の
第
一
歩
を
踏
み
出
す
た
め
に
開
催
さ
れ
た
大

龍ケ崎市の発表（大野副団長・渡辺副団長）

日立市の発表（寺門消防長）

会
で
す
。

　

大
会
で
は
、
秋
本
会
長
の
主
催

者
挨
拶
、
福
地
氏
の
発
起
人
代
表

挨
拶
の
後
、
安
倍
内
閣
総
理
大
臣

等
来
賓
の
方
か
ら
力
強
い
激
励
の

言
葉
を
い
た
だ
き
、
会
場
が
感
激

に
包
ま
れ
る
な
か
、
全
国
各
地
域

の
活
動
事
例
発
表
や
意
見
交
換
が

行
わ
れ
、
最
後
に
﹁
日
頃
か
ら
地

域
で
い
ろ
い
ろ
な
災
害
を
想
定

し
、
そ
の
時
の
対
応
を
み
ん
な

で
相
談
し
必
要
な
体
験
学
習
を
す

る
﹂
と
い
う
主
旨
の
大
会
申
し
合

わ
せ
が
決
議
さ
れ
大
会
が
終
了
し

ま
し
た
。

　

な
お
、
本
県
か
ら
日
立
市
と
龍

ケ
崎
市
が
活
動
事
例
発
表
を
行

い
、
地
域
防
災
力
の
充
実
強
化
状

況
を
全
国
に
発
信
し
ま
し
た
。
発

表
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。

︻
特
に
医
療
関
係
機
関
と
の
連
携

（
日
立
市
）︼

　

日
立
市
で
は
、
平
成
十
五
年
か

ら
ト
リ
ア
ー
ジ
訓
練
を
行
っ
て
お

消
防
団
を
中
核
と
し
た

地
域
防
災
力
充
実
強
化
大
会
開
催


